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概要 

我が国の資産運用業界でもフィデューシャリー・デューティーの強化が謳われ、具体的な施策の一つと

して「長期的にリスクや手数料等に見合ったリターンがどの程度生じているかを『見える化』する」ための「共

通 KPI」の自主的な公表が求められている。 

本研究では、一定期間における投資信託の基準価額の変動を、各投資信託の公開情報をもとに、各

種指数や為替レートの変動、信託報酬などの要因に分解することで、外部分析として「投資信託の投資パ

フォーマンスの可視化」を行った。また変動要因を分解する上で回帰分析を行っており、決定係数（R2）や

回帰係数、残差項に対する検証を行った。最後に、投資スタイル別のパフォーマンス評価や信託報酬率と

の関係などについて、実証的な分析を行った。 
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